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渇水対応
◯令和７年12月11日、水管理・国土保全局内に「渇水情報連絡室」を設置し、渇水情報の収集・連絡体制を強化
◯渇水調整協議会を開催し、節水の呼びかけや取水制限を実施。このほか、特に渇水が深刻化した豊川水系、筑後川水系では以下の取組を実施
◯豊川水系では、矢作川から豊川へ水道水の水融通（幸田蒲郡線）、天竜川(静岡県)から豊川(愛知県)へ緊急導水等を実施
◯筑後川水系では、小石原川ダムの渇水対策容量※を運用開始(令和３年度)以来初めて活用

渇水状況
◯ 東海、近畿太平洋側、四国、九州南部の12月末からの４週間の地域平均降水量は、過去の同期間と比べて30年に一度程度の顕著な少雨。
◯ ２１水系で渇水調整協議会等の開催、取水制限等の渇水体制がとられこのうち、８箇所のダムでは貯水率が過去最低を記録

降水量平年比の状況
２025年12月26日～2026年1月20日

※特に少雨となっている期間

東海、近畿太平洋側、四国、九州南部
30年に一度程度の顕著な少雨

渇水体制がとられた水系

２１水系で渇水体制がとられた

渇水対応（豊川水系）

※本資料の数値は速報値のため、今後の精査等により変更となる場合があります

渇水状況

渇水の備え
◯渇水による影響を事前に関係者間で共有し被害軽減対策の事前準備を行うための渇水対応タイムラインの作成やダム等の整備を進める

今後の備え （渇水対応タイムライン） （ダム整備）

８ダムで過去最低貯水率を記録

設楽ダムが完成した時の効果（令和16年度完成予定）

今回の豊川渇水に対し、設楽ダムが完成していれば、
ダムからの補給により渇水を回避できたと推定

※異常渇水時の緊急水の補給のために備蓄した容量

※赤文字は過去最低貯水率を記録したダム

渇
水
の
深
刻
度

渇水関係機関（河川管理者、自治体、利水者等）

渇水の深刻度に応じて
関係機関が講ずる対応

（渇水調整協議会の開催、
取水制限、ダムの底水活用など）

仁淀川水系渇水対応タイムライン

今回の渇水概要 水管理・国土保全局内に「渇水情報連絡室」を設置した期間（令和7年12月11日～令和8年7月1３日）での渇水

ダム名水系・河川名No.地方
石狩川水系漁川①北海道
名取川水系広瀬川②東北
久慈川水系久慈川③関東
那珂川水系那珂川④

下久保ダム利根川水系神流川
鬼怒川

⑤

佐久間ダム天竜川水系天竜川⑥中部
大島・宇連ダム、調整池豊川水系豊川⑦
蓮ダム櫛田川水系櫛田川⑧
長島ダム大井川水系大井川⑨
琵琶湖
布目ダム

淀川水系琵琶湖
木津川

⑩近畿

大滝ダム紀の川水系紀の川⑪
灰塚ダム江の川水系江の川⑫中国
島地川・佐波川ダム佐波川水系佐波川⑬
鹿野川ダム、野村ダム肱川水系肱川⑭四国
大渡ダム仁淀川水系仁淀川⑮

中筋川ダム、横瀬川ダム

渡川水系後川
四万十川
中筋川

⑯

長安口ダム那賀川水系那賀川⑰
早明浦ダム
富郷・柳瀬・新宮ダム

吉野川水系吉野川
銅山川

⑱

石手川ダム重信川水系石手川⑲
江川・寺内・小石原川ダム
大山ダム、筑後大堰、合所ダム

筑後川水系筑後川⑳九州

嘉瀬川ダム嘉瀬川水系嘉瀬川㉑
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